
2022年度 第3四半期決算について

2023年2月9日

※本資料に記載されている財務数値は、社内管理目的で作成されたものであり、非監査の参考情報です。
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第3四半期 決算概況

2021年度
3Q  (1) ※

2022年度
3Q  (2) 

増減
(2) － (1)

増減率

営業収益 43,607 44,244 +637 ＋1.5%

営業利益 8,859 8,888 ＋29 ＋0.3%

当社株主に帰属する四半期利益 6,217 6,435 ＋218 ＋3.5%

設備投資 4,730 4,484 -246 -5.2%

（億円）

IFRS

※2022年1月に実施した当社によるNTTコミュニケーションズグループ及びNTTコムウェアグループの子会社化の影響を、2021年度期初に遡って反映した数値です。（次項以降も同様）
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セグメント別 実績

2021年度
3Q  (1）

2022年度
3Q (2) 

増減
(2) － (1)

営業収益 12,465 12,958 +493

営業利益 1,945 2,225 +280

営業収益 7,222 7,984 +762

営業利益 1,627 1,785 +158

営業収益 25,618 25,181 -436

営業利益 5,287 4,877 -410

スマートライフ

コンシューマ通信

法人

（億円）

IFRS
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21.3Q 22.3Q

▲128
+286

▲569

+159

マーケティング
ソリューション、

金融・決済等の成長

コスト効率化等

8,859
8,888

新規領域への
取り組み等

お客さま還元等による
モバイル通信サービス

収入の減

法人
+280

スマートライフ
+158

コンシューマ通信
▲410

対前年同期比 増益 +29

統合ソリューション
収入の増

その他

+358

▲78

営業利益の増減要因

（億円）

IFRS
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法人事業

統合ソリューションの拡大に向けてIoTの取り組みを強化

IoTソリューション

21.3Q 22.3Q

（億円）
12,958

12,465

4,310

統合ソリューション
収入

4,668

法人事業収入

自動車
（モビリティ）

不動産・建設
（ゲート/エレベーター

/ライティング）

エネルギー
（スマートメーター）

ロジスティクス
（業務用タブレット）

小売
（業務用タブレット）

警備
（ホーム/オフィス

セキュリティ）

大企業 中小企業

公共安全
（防犯対策
/AIカメラ）

+8%

+4%

統合シナジーによりソリューション提供力が更に強化
各産業領域での水平展開を推進

グローバル
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スマートライフ事業

金融ビジネスとマーケティングソリューションは順調に拡大

金融・決済取扱高 マーケティングソリューション

21.3Q 22.3Q

81,400

64,900

10,220

ｄ払い取扱高

15,030

（億円）

+47%

+25%

パートナー様との施策によりデータを蓄積し、
データドリブンでのソリューションを提供

21.3Q 22.3Q

+23%

マーケティングソリューション収入

食品 日用雑貨医薬品

ドコモデータ活用

パートナー様と連携した
ダイレクトアプローチ

購買予兆の高い
お客様を分析

ドコモの顧客基盤（9,300万）

購買情報の蓄積

業種を超えたメーカー様との施策を
複数の加盟店様と合同で実施

×
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ様

ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ様
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コンシューマ通信事業

料金・アフターサービス共にお客様選択肢を拡充

５G契約数の拡大

21.3Q 22.3Q

1,822

895

（万契約）

New

New

約2倍

リユース・リサイクル推進の取り組み

リユース品販売 回収

即時修理

最短60分で修理

修理期間の短縮 その場で修理可能

データ移行不要

ドコモショップ店頭*1

(2022年9月～)

お客さまのご希望の場所*2

(2023年春開始予定*3)

*1 一部対象店舗のみ
*2 一部訪問できない場所を除く
*3 東京都・沖縄県の一部エリアより開始

（車体はイメージ）
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本資料におけるご説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに関する記述・言明は、現在当社の経営陣が入手している情報に基づいて行った判

断・評価・事実認識・方針の策定等に基づいてなされもしくは算定されています。

また、過去に確定し正確に認識された事実以外に、将来の予想及びその記述を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いてなされもしく

は算定したものです。将来の予測及び将来の見通しに関する記述・言明に本質的に内在する不確定性・不確実性及び今後の事業運営や内外の

経済、証券市場その他の状況変化等による変動可能性に照らし、現実の業績の数値、結果、パフォーマンス及び成果は、本資料におけるご説明に

含まれる予想数値及び将来の見通しに関する記述・言明と異なる可能性があります。

本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する各社の商標又は登録商標です。

予想の前提条件その他の関連する事項
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